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要       約 
太平洋北部海域におけるマダラの漁獲量は 1998、1999年に過去最高を記録した。この要因

には 1996 年から 1998 年に発生した卓越年級の影響が大きいと考えられる。その後、加入量
は 1999 年および 2000 年級で低調であったが、2001 年級群でやや多く、2002 年級では卓越
年級に準ずる水準であった。そのため資源の動向は横ばいであると考えられる。また、漁獲量、

CPUE は高水準であった 1998 年、1999 年よりは低レベルであるが、それに準ずるレベルを
維持しているため、資源水準は中位と考えられる。 
資源管理基準と標準的漁獲制御ルール（平成 15年度）１－３）－（２）に基づいて F limit 

=F20%SPRとし、この時の漁獲量を ABC limitとした。また、F target = F limit ×0.8とし、
この時の漁獲量を ABC targetとした。 

 
（水準・動向） 
水準：中位  動向：横ばい 
 
１．まえがき 
マダラは、食味がよい上に大型に成長することから各地で重要な漁獲対象種とされている。

東北地方においても周年漁獲され、特に冬場の繁殖期を中心として重要な地先資源となってい

る。東北太平洋岸は本種の分布南限に位置することもあり、その資源動向は主産地である北海

道に比べ不安定である。近年の漁獲量は 1998、1999年に過去最高を記録したが、その後減少
傾向にあることから今後の資源動向に注意を払う必要がある。 

 
２．生態 
（１） 分布・回遊 
マダラは北部太平洋沿岸に広く見られ、本邦周辺では日本海から東シナ海北部、北日本太平

2004年ABC 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合

ABC limit 156百トン F20% 0.43 30%

ABC target 130百トン 0.8F20% 0.37 25%

注）F値は各年齢の平均で、ABCは100トン未満で四捨五入した。

管理目標への達成年はおおむね５年とする。

年 資源量（百トン） 漁獲量（百トン） Ｆ値 漁獲割合

2001 297 121 0.63 41%

2002 286 90 0.45 32%

2003 477















  

６．管理目標・管理基準値・2004年 ABCの設定 
（１） 資源評価のまとめ 
 マダラ資源は 1990 年代後半に大幅に増大したがその後減少傾向にある。しかしながら、資
源は未だ中水準にあり、2002 年級の発生量は多いと考えられることから、適切な漁獲管理を
行うことによって 1990年代後半レベルに資源を回復させることが可能である。 
 
（２） 資源管理目標 
 再生産関係が明らかになっていないため、今後の加入動向は不明である。しかしながら、本

種の成長は非常に早いため、若齢期の漁獲圧を制限することにより比較的加入が少ない状況で

も資源を維持することができると考えられる。現存量調査の結果、2002 年級の加入量は多い
ことが示されているので、この年級の乱獲を抑え、今後加入が比較的少なくとも安定した資源

水準を維持することを資源管理目標とした。資源管理基準と標準的漁獲制御ルール（平成 15
年度）１－３）－（２）に基づいて F limit=F20%とし、この時の漁獲量を ABC limitとした。
また F target =F limit × 0.8とし、この時の漁獲量を ABC targetとした。 
 
（３） 2004年 ABCの設定 

2004年の ABC算定は以下の条件の下で行った。 
・ 自然死亡係数 M は田内・田中の式（田中 1960）およびこれまでの年齢査定で得られた寿
命（８歳）から、0.313とした。 

・ 1995～2002 年に行った現存量調査の結果からもとめた各年齢の生残率の平均値を年齢別
生残率 Sとし、SとMとの関係から得られた年齢別 F値を現状の Fとした。 

・ 2003年以降の年齢別の Fの比率（選択率）は 1995～2002年の平均値と同じと仮定する。
2歳を 1とすると、1歳＝0.97，３歳以上=1.11となる。 

・ 年齢別の体重は図１のとおり。なお、雌の 50%成熟体長は 478mmで、1995-2002年では
３歳魚の 20-75%が成熟していたため、３歳魚の成熟割合を 0.4とした。また、２歳魚はす
べて未熟で、４歳魚以上の個体はほぼすべて成熟していたため、それぞれ０および１とし

た。 
・ 1996～1998年および 2003年の０歳魚の発生は高水準で卓越年級と考えられるため、1996
～1998年および 2003年を除く 1996～2003年における平均値を「平均的な加入」として、
2004年以降の加入量とする（36,648千尾, 11,453トン）。 

・ 漁獲物の体長組成からだいたい満１歳ぐらいから本格的に漁獲され始めると考えられるた

め、漁獲開始年齢は満１歳とする。 
この条件のもとで現在の漁獲が 2003 年まで続くとすると、2004 年の初期資源量は 51,530
トンになる。F30%、F20%、F0.1、F=M、F現状および資源量を 2003年レベルに保つ F（Fsus）
について検討した。その結果、現状の漁獲圧が続くと資源は減少する。F30%および F=Mまで
漁獲圧を下げると当面の漁獲量は減少するが、2008年には資源は 10万トン以上となり、卓越
年級が発生した 1998-1999年を超えるレベルに達すると考えられる（図 11）。F20%とすると、
漁獲量を大きく減らすことなく、卓越年級が発生したときに準じる資源水準に増加するため、
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